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現場の先生方との共同研究を手がかりに、へき地・小規模校・複式教育のこれ

からのあり方と教育課題について検討した。多様な表現力の育成するには集合学

習や交流学習と並んでメディア等による教室を越え九「学習の共同化」の新たな

可能性も考えられる。また、自己表出や発言の問題は、表現や活動の内容や方法

の側面が課題であると同時にそこには集団・人間関係の隠れた力が作用している。

さらに、「学び」「問い」の意義とべクトルについて「教える」こととの新たな関

係の中からとらえていく必要性がある。
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はじめに

今年度も島根県教育委員会からの派遣の12名の先生方を大学に迎え、複式教育研修講座を実

施した。本講座は、第1期と第Ⅱ期の期間に分かれいる。第1期ではへき地・小規模校教育、

複式教育に関する講義を中心にした授業計画を立てている。第Ⅱ期では複式教育実地研究とし

て、県下で複式学級を抱えている小学校に複式教育実地研究校を委託し、その学校の子どもた

ちを対象にして講座受講生のグループによる、いわゆる「持ち込み授業」を行い、その授業の

検討会や情報交換など含めて、実践を通しての共同研究を実施している。その後、研修の成果

として"まとめ"の冊子を作成している。

本稿は、この複式教育実地研究での「持ち込み授業」とその検討会の報告から、へき地・小

規模・複式教育の今後のあり方と教育課題を考える一端としたい。

権藤誠剛

Seigou GONDOU

講座受講生は、低学年グループ、中学年グループ、高学年グループの3つに分かれる。各ク

ループで実地研究校の先生とも連絡を取って、どういった教科や単元、内容の「持ち込み授剰

にするのかを検討し、対象とする子どもたちの様子や特徴、人間関係も聞きながら、どのよう

な授業の展開にするのかを構想していくのである。
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低学年グループによる音楽の「持ち込み授業」

「タン U)やタタ(刀)であそぼう」

②実際の展開について

本時の実際の展開は、下記のような展開計画案にそって実施され九。

大きくは、 3つの流れに区分される。

まず、お互いに初めての出会いで緊張しているため、身体を動かしてりラックスできるよう

『あ九まであくしゅ』の歌に合わせた活動がなされた。子どもと教師と2人組になり、歌いな

がら頭をくっつけて握手をする。子どもの希望を取り入れながら、頭を他の身体部分(背中、

足など)に替えて活動し、歌詞と動作のおもしろさを味わい、同時に楽しく打ち解け九雰囲気

での授業スタートとなった。

次に、りズムパターンを示した力ードを使ってりズム打ちをし、 4分音符と8分音符のりズ

ム視奏を行っ九。その際、音符だけでりズム打ちするのでは、まだ戸惑いもあるので、りズム

パターンと伺じようなりズムを持っ言葉(ごじら、うみぼーず、あらいぐま)を手がかり(そ

れぞれのお面を付け九低学年グループの教師が登場)にしながら、また教師や友だちのりズム

打ちを見ながら、りズム打ちへの親しみが図られた。ほぼりズム打ちに慣れてき九ところで、

他の教師も数人参加して、先の3つのりズムパターンとそのりズムパターンに付け九言葉を使

い、りズムバスケットゲーム(フノレーツバスケットのルールの要領)を展開し、ゲームの楽し

さとそれを通してりズム表現の楽しさを味わうりズム打ち活動が行われた。

最後に、授業者の勤務する小学校の1年生(4名)からのビデオレターを見せて、他の学校

の同じ1年生の子ども九ちが同じ活動に取り組んでいる姿を示すことで、りズム打ちへの一層

の興味を喚起し、その取り組む姿勢の活性化を図っナこ。また、逆に授業者の勤務校の1年生に

送るために、りズム打ちのビデオレターを作成し、録画した自分九ちの演奏を視聴して、本時

の活動の振り返りを行っ九。

a)題材及び題材設定について

2学年の子どもがいないため、 1学年3名を対象として授業がなされ九。 3名とも音楽が好

きで、授業者の学校でも1年生を相手に行われた活動でもあり、ビデオレターを通しての交流

も考えての単元、活動の設定であった。

本時は「1学期に『タンやタタであそほ'う』学習したことを思い出しながら、ゲームを交え

たりズムあそびを通して、一層4分音符と8分音符のりズムに親しむことをねらい」とした活

動であっ九。

「タンやタタであそぼう」は、この子どもたちにとっては「りズムに関して初めて出てくる

題材であり、本来は、 2年生で学習する内容」である。「九んたんであそんで」や「とん.た

んであそんで」を学習し、それを基礎にして取り扱う内容となっている。しナこがって、それら

を次年度に学習し、複式特有の2年問の見通しを持って、それぞれの題材を関連させながら、

通常の順序とは逆転した題材を繰り返し学習する必要性が生まれてきている。

権藤誠剛



(3)検討会で上がった話題について

・内容が盛りだくさんすぎ、慌ナこだしくなった。

・もう少し内容を絞って、じっくり楽しめるようにすればよかっ九。

・りズム遊びを楽しめた。

・1学期できにくかっ九子どもも、みんなの前で正しくりズム打ちをしていた。

・3人では難しいが、全校活動、 PTAとの活動で応用できる。

・子どもたちは楽しそうだったが、子どもが自由に表現するときがあってもよかっ九。内容

が一方的のような気がした。
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④少人数における表現力の育成と「学習の共同化」の取り組み

本時は低学年ということもあって、単に手によってりズムの学習を進めるのではなく、「リ

ズムと言葉」、「りズムと身体遊び」、「りズムとゲーム」というように、りズムと他の要素を結

びつけて「りズムによる表現への興味を引き出す」「りズムによる表現の楽しさを味わう」と

ころに、この授業のーつの特徴を見いだすことができる。

反省にもあるように、「もう少し内容を絞り、じっくり楽しめるように」することは、内容

の量とも結果的には関係してくることになるが、それ以上に教師の設定した枠内、教師の発想

の範囲内での活動とその中での「楽しさの味わい」に止まってい九点への検討と結びつけて考

える必要があろう。一定の活動内容の提示は、もちろん必要である。その提示をもとに、そこ

から言葉や活動を子ども自ら広げていく、あるいは子どもからの着想と積極的な表現を促す、

リズムパターンを使った楽しさを発見していく、そのような新たなる質の展開とともにじっく

り楽しめる活動でなければならないといえる。というのも、それは一般論としてだけではなく、

少人数であるがゆえに、教師の設定し九枠や範囲は、教師が考える以上に無意識に子どもを規

定する強度が強いように思われるからである。そうであるとするならば、少人数において教師

は、そのことを一層意識していなければならないのである。

他校の1年生が同じ活動を行なっている様子を撮影し九ビデオレターの交換・交流場面の設

定が、本授業の二つ目の特徴である。小規模校の場合、少人数での学習活動をカバーする意味

から他校との「集合学習」の授業形態を見かける。集合学習の特性として、同学年での人数が

増えること、同じ小規模校であるという共感意識と連帯感と同時に異なった環境や経験、雰囲

気を持った子ども・集団との人間関係の形成を図ること、違う学校の教師から指導や支援を受

け、それに対応しなければならないこと、これまでの活動の範囲や規模、制限を越えた学習展

開が可能となること、基本的なT・T形態により全体指導と個別指導とに別れて分担・協力体

制であたることが可能であること、その九め教師間での相互刺激や緊張、孤立感の緩和、施設

や設備面での相互補完的有効利用などをあげることができる。ただし、こうした集合学習の実

施にあたっては、関係校の条件や時間、準備の面でクリアしなければならない問題も少なくな

い九め、集合学習の利点は理解されつつも必ずしも簡単に実施できる授業形態とはいえない。

そうした現状を勘案した場合に、ビデオによる交流や相互学習は小規模・少人数での学習を

支援するーつの方策として考えられる。確かに、実際に対面する集合学習とは異なるためそれ

に決して代わる形態にはないえないが、利用の仕方を創意工夫し、拡充を図ることで、子ども



や教師の視野や意識、思考や情報を自校から広げ、孤立感や閉塞感を和らげ、ある種の連帯意

識を育て、また学習活動の面でも相互に学び合っ九り、励まし合ったり、育ち合ったり、いい

意味での競争意識や向上心を高めることにも結びつけていく重要な契機ともなりうる。

テレビ電話や電子メール、パソコンを使っ九双方向授業(インターネットスクールやマルチ

メディアプロジェクトなど)の開発や試行によって教室や学校の枠を超えた「学習の共同化」

が模索されている状況下にあって、へき地・小規模校では同規模同士の、また異なった規模で

の共同化の指向は一層検討されるべき試みであると考えられる。とくに、表現力は、認識活動

とは違って、個性的な「無限の」多様さに触れることによって育成されるからでもある。

権藤誠剛

2 中学年の持ち込み授業

一体育「ドッチボールを楽しもう」

a)単元の設定と活動の構想について

複式学級の問題点を

「0子ども同士の関わりが少なく、互いを受容し共感することができにくい。

0大人の目を意識して常に生活し、子どもらしい無邪気さを発揮することができにくい。

0教師と子どもの関係が密接すぎて、お互いに良好な距離を保ちにくい。」

というように整理し、次のような2つの視点に立って、体育科における学習活動を構想し

たものである。

「0子ども同士が自分の考えを出し合い、話し合う場面を設定する。

0子どもが持っている力を出し切る場面を設定する。」

②実際の授業展開について

「0自分たちでルールを考え、楽しくドッチポールをすることができる。

0チームで協力し、全力を出しきることができる。」

を授業のねらいとして、以下のような2つの流れで進められ九。

まず、大人チーム(T ・ T形式をとり 2名)と子どもチーム(4名)に別れ、「ドッチボー

ルで、大人チームをたおそう」という学習課題を確認し、対戦に入っ九。この対戦では、大人

チームが勝っようにする。これは上記の視点やねらいの第一番目に関連する流れで、大人チー

ムが勝っことによって、大人チームを倒そうとする意欲を子どもに喚起し、勝つ九めのルール

を自分九ちで考えようとする場面を、次につくることを前提として設定され九ものである。も

ちろん、ルール改訂の前も後も、とにかく「元ドッチボールチャンピ"ン」と紹介され九大人

チームを負かそうとすることでは、視点やねらいの第二番目「全力を出しきることができる」

には常に迫ることを求めている。

次に、対戦後、大人チームが勝っ九ということで、大人チームに勝つために有利なルールを

考えていいように指示し、子ども同士が自分の考えをしっかりと出し合い話し合うことで、ルー

ルを考えるように提案する。子どもの中に戸惑いも見られたが、「大人が動ける範囲を狭くす

ること」が出され九。他にはなかなか意見が出にくかっ九こともあり、教師からいくつか例を
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あげたところ「大人は靴を脱いで、靴下でやること」が追加された。その他に、ハンディをつ

けるルールを考えるだけでなく、勝つ九めの作戦も話し合うように教師の方から声をかけたと

ころ「足をねらう」「早くパスを回す」を決めていた。

大人が動ける場所を狭くするという新ルールは、逃げられないという点で子どもに有不Ⅲこは

なっ九が、場所を子どもから離れたところに設けたため、子どもが投げるのに遠くなるという

不利な点も出てき九。靴を脱いで靴下だけとぅいう新ルールは、ボールが投げにくかったり、

滑って転びそうになったりと子どもサイドに有効に働き、ルールの変更や作戦が効を奏し子と

もチームが勝利し九。

最後に、学習のまとめとして、仮に大人と子どものように力の差があってもルールを替えた

り、新しいルールを考え九りすることで、双方が全力を出して楽しむことができることを確認

した。子どもからの感想も「おもしろかった」という声も聞かれた。そのあと、「よけるのが

上手だっ九」「よく声を出していナこ」「動きが速くなかなか狙えなかった」「ボールつかむのが

上手だっ九」と一人ひとりの良かっ九点、目立った点を紹介し評価して各自に特製のメダルを

授与し九。

へき地・小規模・複式教育に関する検討住)

③検討会を通しての考察にっいて

D 子ども同士が自分の考えをしっかりと出し合い話し合うことができるのに、ドッチボー

ルは適切であった力、

ドッチポールは、子どもたちの好きなスポーツのーつであり、ルールを工夫すれは'いろいろ

な楽しみ方をすることができる。計画としては、試合と話し合いを繰り返すことが考えられて

い九ので、 1試合の時問をもう少し短くとり、ルールを考える、そのルールで実際に試合を行

なう。試合をしてみて良くなかったことなどを参考にしてルールを替える、というようなサイ

クルを繰り返していけぱ、自分たちの考えがしっかり入った、より楽しいドッチポールができ

るのではないだろうか、との反省が出された。

また、どのようなルールをイ乍るのか、何のためにルールを作るのか、をよく考えないといけ

ない。勝つためだっ九らどんなルールでもいいかといえばそういうことはない。試合が楽しく、

白熱したものになる九めに考える必要がある。そのためには、左手で投げるなどのハンディを

つけるようなルールだけでなく、例えば、 3回当九るまで外に出なくていいルールや一人不死

身の人を作るルールなど、ルールを考えたり、替え九りするのに工夫する余地がたくさんある。

こうした感想や意見が出された。

2)子どもたちが全力を出し切ることができるのに、この授業構成は適当であったか。

「大人チームを倒そう」という大きなめあては、達成目標が明確で子どもにもわかりやすかっ

た。また、子ども同士の試合だと、力を加減したり、遠慮したりすることがあるが、大人との

対戦だったので、どの子どもも全力で投げてい九。「大人チームに勝ってやるぞ」という気持

ちで子どもたちのチームワークも高まっていった。

ルール設定の仕方、場や道具の設定の仕方等問題点もあったが、汗いっぱいのうれしそうな

顔や授業後の「おもしろかった」「ま九やり九い」という声が聞かれ、十分ではないにしても

一定のねらいを達成することはできたのではないか、小規模校で少人数の体育の場合は今回の

Ⅱ



ように教師が児童の役もしながら授業を進めていく必要がある、などの評価や提案もなされた。

④自分たちの考えを出し合う子ども・集団の形成と場の設定

D 類似体験や発想経験の蓄積による多様な考えの充実

へき地.小規模校の子ども九ちの持っ傾向特性として、従来から指摘されてき九事柄のーつ

に表現力が乏しく、自分の考えを表現するのが苦手ということがあるが、一般的な要因には、

考え九り、表現したりする内容や仕方・方法の問題、場の状況や環境、雰囲気や人間関係など

との関係が考えられる。すなわち、何を考えればいいのかわからない、どのように考えればい

いのかわからない、考える手がかりや契機がつかめない、考えるような機会や事柄が少なかっ

た、考えを出さなければならないような場面や状況にあまり恵まれなかった、自分の考えを出

せるような雰囲気が感じられない、あるいは出すことが跨曙される人間関係があるなどである。

「自分たちの考えを出し合い話し合う」という本時の課題は、先に述べてき九こうし九傾向

特性を視野に含みこむと同時に今日盛んに言われている「自ら学び、自ら考える教育」思潮と

通底するものでもある。どちらかといえば、考えを出し合い話し合うというような課題は、意

見や考えの出やすさや話し合いのしゃすさから、学級活動や道徳での場の設定が多く見られる

ように思、う。それを体育を通して追求していこうとしたところに、本持ち込み授業の特徴があ

る。しかも、追求しょうとする目標が子どもにとって漠然としたそれではなく、考えようとす

る内容が子どもにとって抽象的なそれでもなく、わかりやすく具体的で意欲をかき九てる設定

であっ九ため一層効果が期待され、興味をひかれるものでもあった。ただ、そうした想定であっ

たにもかかわらず予想してい九ような反応が子どもの方から少なかったのは、課題は明確でも

その課題を解決する九めの類似体験や発想経験があまりなかったためと考えられる。したがっ

てこうした経験の場を踏み、繰り返し、積み重ねることで、考える内容が豊かになるにしたがっ

て、考えの出し合いや話し合いも多様に実現されていくものと思われる。

2)考えが出し合え、話し合える集団・人間関係のあり方

どんなによい考えが浮かんでも、九とえ表現する内容はあって表現しょうとしても、跨踏さ

れる場合がある。改めて述べるまでもなく、人が自己を表現し、行動するには、その内容の質

的な高低による確信や自信もさることながら、誰に対して、どのような集団の前であるかが決

定的に重要であると言える。場合によれぱ、考えの内容の質の高低を超えて、はるかに重要な

決定要因であり、確信や自信以上に表現や行動を左右するものとなる。集団の作用や人間関係

が明らかになる状況においてはなおさらである。

当然、子どもたちの動きゃ活動の多い体育で、とくに団体競技の場合、教室では見られない

集団の作用や人間関係がそこに反映される。例えば、一番最初に誰が言い始めるのか、自然の

うちに誰が主導権をもってりードするのか、誰の考えによく賛同があっまるのか、誰の発言が

よく通るのか、誰の意見がよく尋ねられるのか、誰の同意や感想が求められるのか、誰が中心

となって動いているのか、ボール等を受け取る回数を含めてどぅいう動きが見られるのか。そ

うし九ことが顕著に、場合によっては露骨に現われてくるのが、集団での動きゃ活動において

である。

内容や方法などへの配慮とともに、集団・人間関係にも着目して、その作用の仕方や関係の

構造のあり方を把握し、どのように働いているのか、なぜそのように働いているのか、どのよ

権藤誠剛
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うな構造によるものなのかを分析して、好ましくない心理的作用や非民主的な関係があるとす

るならば、それらを突く崩し、組み換えていく教師や教師集団の働きかけが必要である。決し

て、子どもたちだけでは、解決し克服していける問題ではないと考えられるからである。

もちろん、集団・人間関係は、個人の言動を心理的に制限したり、規制したり、抑止したりと

マイナスに作用するだけでは決してなく。逆に個人の言動を支えたり、励ましたり、勇気づけ

たりとプラスにも大いに働く。

し九がって、作用や関係の転換を図るには、注意や叱責というマイナスを矯正するという発

想だけではなく、それまでの作用や関係を転換することが、どの子どもにとってもプラスにな

るような方向を探り、促進するような提案や合意に基づいて働きかけていくべきであろう。学

級や学校を越えて取り組まなければならない場合はあるにしても。

集団や人間関係が継続的長期的に固定化しゃすいといわれる、小規模・少人数の学級におい

ては、とくに肝要なことであるように思われる。

へき地・小規模・複式教育に関する検討(1)

3.高学年の持込み授業

一理科「ドライアイスのひみつを見っけよう」

5・6年複式(7名)での本授業は、「ドライアイスの性質を調べる活動を通して、科学的

な見方、考え方を広げる」ことを目標として行われた。

a)実際の授業展開について

子どもを前に集めて、ドライアイスと氷を提示し、共通点や違い、既習経験について自由に

話を聞く。両者とも冷たい、固いが、透明度の相違や煙の有無について子どもから出された。

そこで教師の方から水にいれたときの様子の違いについて、子ども九ちの予想(仮説)を尋ね

る。「ドライアイスを水に入れると泡がでる。氷は水にいれてもどぅもならない。」との発言が

なされた。まず氷の方を水に入れ、次にドライアイスを入れた。子どもの中に、「どぅなるの

だろうか」という疑問とやや緊張が見られナこ。ドライアイスを入れたビーカーからスモークが

溢れでてき九。全員それに手を近づけ、どのような感じなのかを確かめてい九。これまでにわ

かったことを板書し、子どもたちと確認した。

この後、注意事項を述べ、今日の課題として「ドライアイスのひみつを見っけよう」という

提示がなされ九。準備されたものも使いながら、一人ひとりでひみつを見っけ、それをメモし

て、最後に発表してもらうことにし九。

子どもたちはドライアイスのひみつ(性質)を調べはじめた。男子は個人でドライアイスを

入れ九水の温度を測ったり、試験管にドライアイスを入れ、その試験管の口に風船を付けて風

船を膨らませたり、直接ドライアイスの温度を測ろうとしていた。女子は全員でーつのグルー

プになり、ドライアイスの上に溶かしたろうを落として滑らせたり、フィルムケースの中に少

し水とドライアイスを閉じ込め蓋をしたりしていた。蓋をしてしばらくすると思、いがけず蓋が

勢いよく飛び、全員の注目を集めるような場面もあった。また、水の中にドライアイスを入れ

た後、砂糖や金属など物を入れていた時間もあったが、ドライアイスのスモークの中に火を付

B



けたろうそくを入れると消えることに着目し九子どもがいて、周りで見ていた教師の助言で女

子のグループ全体の疑問となり、二人の女子が幾度か繰り返していたが、なぜ消えてしまった

のかを追求するまでには至らなかっ九。

個人やグループに分かれての活動ではあっ九が、他の子どもがおもしろそうな実験をしてい

るとその実験の様子を見ていたり、それを自分でもやってみ九りといったような広がりも見ら

れ九。最後に、前にみんな集まって、試した実験等についての発表を行った。

子ども九ちが試した実験や発見しナこ事象には、次のようなものがあった。

.ドライアイスの温度を測ると一25゜C

・ドライアイスを入れた水の温度を測ると一10゜C

.水に入れたドライアイスをかき混ぜるとナこくさん煙がでた

.ドライアイスと砂糖をまぜ九水は炭酸の味がした

.ろうそくの火をドライアイスに近づけたら、煙が黒くなり消え九

.ドライヤーで表面を温めると表面の何かが動いていた

・線香の火が消えた

・机の上でよく滑っ九

・ろうを垂らすと滑って落ちる

.ドライバーを当てたら音がした

.試験管にドライアイスを入れ、試験管の口に風船をつけると風船は'、くらむ

まとめとして、教師がドライアイスにっいている注意書き(素手でさわらないこと、ビンな

どの密閉容器に入れないこと、温度は一78.9゜C)を読み、ま九ろうそくの火が消え九し九実験

と結び付け、火を消す気体は何かを尋ねた。子どもの中から「二酸化炭素」という発言もあっ

て、ドライアイスの正体は二酸化炭素であり、それを一78.9゜Cまで冷やし九ものがドライアイ

スであると説明した。さらに、ドライアイスに石灰水にっけて、白濁することを確認して二酸

化炭素であることを示し九。

権藤誠剛

②授業を振り返って

本授業を振り返っては、次のような見解が出され九。すなわち、 1時間の授業であっ九ので、

きちんと仮説をたてて実験をするという形はとれなかっ九が、経験不足が叫ばれる現代の子ど

もたちにとって、ドライアイスに触れて様々な疑問や発見を生みだしたことは、今後の学習に

おいてもよい効果を表すものだと考えられる。時間はかかるかもしれないが、五感を使って疑

問を生み出し、それを課題として、解決のための実験方法を考えたり、実験し九りする活動が

今後さらに重要視される。また、教師は子どもに対しての願いをしっかりと持ち、個に応じた

助言や評価言を準備しておくことが必要である。

ドライアイスは、子ども九ちのきわめて身近にあるものでもなければ、まったく未知のもの

でもない。どちらかといえば、非常に冷九い、氷のようなもの、スモークがでているなどある

程度知っているものである。しかし、不断はあまり身近にないものだけに、どれほど冷たいの

か、どのような性質があるのかなど未知の部分も多い。取り扱いにやや危険をともなう、注意

を必要とするようだという心配も含めて未知であるだけに、どのようなものだろうかと興味を
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引かれる物質でもあり、その秘密を探索しょうとする意欲もかき立てられる。「半知半疑」な

物質を学習の対象としたところに、本授業の第一の特徴がある。それは、まさに授業や教材の

原則に即した教材選択であるともいえる。

子ども九ちがこうした「半知半疑」なドライアイスに働きかけることで、様々な疑問をいだ

いたり、「新九な」発見をしたりすることに期待を寄せ、それに即して教師は援助(声かけ)

を行う。

ドライアイスの正体は何か、を明らかにするのではなく、あくまでドライアイスの秘密を見

つける。すなわち、ここではドライアイスという教材、対象、「客体」を探求する活動を求め

ているのではなく、主体としての子どもとそれとのかかわり、子どもの働きかけにおいて生起

する現象を通して、子どもが何を「自分」の疑問として感じるのか、子どもが何を「自分」に

とっての発見として自覚するのか、分かったことは何か、そこをこそ大事にして、授業の中核

に据えているところに第二の特徴があり、今日の授業のーつの典型があるように思われる。

へき地・小規模・複式教育に関する検討n)

(引自分への問いと教材への問い、その意義とべクトル

自ら考え、自ら学ぶには、まずどういう「問い」をたてるのか、ということが大きく関係し

ている。

1)「問い」の意義とべクトルをめぐる課題性

「問い」とは教科内容に規定されるものであり、それは発問という教師の教授行為と密接不

可分の関係にあり、子どもはその発問を手がかりにしながら、それ媒介とすることで思考を呼

び起こし、教科内容の本質に迫る。それを通して、子どもの側に教科内容の本質に迫るような

問いを育て、「学問すること」を学ぶものと考えられる。しかし、現在では教師は問いかけな

い。教師が発問し、子どもが応えるというような学びは、いわば他律的な学習活動であり、自

主的な学習とはいえないということからである。

子どもが疑問を持ち、問いを発し、子ども自ら考え、学ぶところにこそ、新しい社会、これ

からの時代に'、さわし学びがあるとする。教師は「00しょう」と誘いかけるだけである。そ

の誘いに応じて、子どもが試したり、調べたり、実験し九りして、その中から自分の問いを見

いだしていくのである。これこそが、子どもの自主的な学習であるとする。もちろん、そのこ

とそれ自体を否定するような意見や見解は決してありえないし、誰も異論はない。しかし、そ

れだけに一面での課題性をはらんでいるといわざるをえない。

何を問うのか、どのように問うのかによって、自ら考え、自ら学ぶ内容は大きく違ってくる。

形式としてのそれらであれば、問いはいかなる方向でも構わない。しかし、自ら考え、自ら学

ぶ内容を表面的なもの、貧弱なものに終わらせるのではなく、より豊かに、より深くとらえよ

うとするならぱ、その方向を決定する第一歩として問いにわれわれは、重大な関心と細心の注

意を払わなくてはならない。子どもがどのような問いを設定しているのかに対して、教師は感

心と注意を向け、場合によってはしばらく見守って待ってみナこり、必要であれば場や環境を設

定したり、何らかの助言を与えたり、支援し指導したりするような、ソフトな「枠」を設ける

必要がある。それは子どもが自ら考えたり、自ら学んだりするのを狭め九り、限定したり、制

限し九り、止めたりするのではなく、逆に科学的な見方や考え方へと進めたり、広げていく、
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あるいは促し九りするような枠である。無方向に、まっ九く自由に考える段階や局面、場面は、

当然あるにしても、どこかの段階で、あるいは最終的には、学習内容を確かなものにし、学び

を保障していかなければならない。そのための教師による枠、方向づけは、現実には要請され

るのである。そうではなくて、課題や教材、教科内容と子どもとの出会いやかかわり合いを常

に何んの見通しもなく、まったく偶然のそれに任せるような「計画」によって、自ら考え、自

ら学ぶとするのであるならば、それは上に述べた理由から課題性を持っているといわざるをえ

ない。

例えば、空気の性質(温度による体積変化)を学ぶ場を想定した時、空気の性質を調べてみ

ようと提案された場合と空気に性質をあらわすいくつかの現象を提示し、どれかをやってみて

考えるように提案された場合(「実験一現象」<「こうすると、こうし九ら、どうなるか」>ヘ

の問いと「現象一思索一仮説一実験」<「なぜ、こうなるのか」への問い>との違いはあるが)

とでは、どちらが自ら考え、自ら学ぶというねらいに迫るものとなるであろうか。後者は、前

者の場合と違って、教師によって現象が提示されていることで、教材への取り組みや活動にー

定の枠ないし方向が与えられている。したがって、そうし九ことから前者の方が後者の場合よ

り、先ほどのねらいにより'、さわしいと考えるならぱ、それはあまりにもステレオタイプの思

考、形式的な発想による機械的結論だといえるのではないだろう力、確かに、子どもが内面に

いだく考えや思いや疑問とかけ離れていては、いくら教師がすぐれ九問いだと確信していても、

いきいきとした主体的な思考を突き動かすことはできない。子どもが自ら問うこと、考えるこ

と、そして学ぶことの意味や価値を重要視するからこそ、子どもによる自分への問いを、いか

に教材への問いと結び付け、科学的な見方や考え方を形成していくのかを見通した意識や意図

をもって、子どもによる強弱はあるにせよ的確に読み解き、方向づけていくべきである。そう

でなければ、子どもの問いは、今日のレベルに留まり、明日への質的発展は期待できないし、

創造的な問いや独創的な問いをその中核とした創造性や独創性を育てることにはならないであ

ろう。

2)「教える」と「学ぶ」の新しい関係の模索

新しい学力観、新しい授業観の提唱がなされて、ほぽ10年が過ぎょうとしている。しナこがっ

て、もはや「新しい」と形容するのがそぐわなくなっている。この間に子ども九ちの学力は果

して、これからの時代や社会を生きるのに'、さわしい真の力として育成されてきたのであろう

カ、その答えは、どのような青年として成長し、どのような大人、社会人として社会を担い、

力を発揮するのかにおいて得られるとすれば、早々に判断し、結論づけることはできない。た

だ、言えることは、新しい学力観に対応する九め教師の意識や役割も変化し、教師の「教える」

行為の比重は相対的に軽くなり、子どもの「学ぶ」行為がきわめて重視される状況になっ九こ

とである。そうし九状況認識はともかく、もし教師自身がそうし九変化によって、真に教える

こと、指導すること、さらに教育することに必要以上に臆病になり、消極的になっているとす

れぱ、それは非常に憂慮させるべき事態だと言わざるをえない。子どもが取り組んでいる様子

を見て回り、何をしているかを調べ確認し、何かにそれなりに意欲的に活動していれば、ある

いは取り組んでいなくても自分でその気にならなければその気になるまで、それでいいんだと

判断し、事足りるとするならば、活動主義、あるいは心理主義に陥ってしまい、「今日」の子

権藤誠剛
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どもの実態は把握できても「明日」への見通しゃ視野を拓いていくことにはならない。

体験や活動を通して見え九り、感じられたりした不思議さやおかしさ、矛盾、疑問を「問題

として発見」し、さらにそれを解明し、解決していく知的(学問的・芸術的)関心へと質的に

高めていくためには、性急、に「正答」や「結果」を求めるのではない、むしろ思考を刺激した

り、ゆさぶったり、試行錯誤を促すような教師による積極的な支援や指導が必要であり、そう

し九働きかけとともにはじめて新九なる見通しゃ視野が子どもの中に生まれてくるのである。

そうでなければ、教師の存在証明、教師のアイデンティテーはありえないし、そこに教師の教

師たる専門性が存在しているのだと確信している。

具体的体験的生活世界は抽象的概念的学問世界と必ずしも連続してはいない。したがって、

教師は両方の世界を渡していかなければならない。両方の世界を橋渡しする。それは決して今

日、教師だけが常に直接一人で行なわなければならないということを示しているのではない。

むしろ、教師を含めた様々な連携や共同、ネットワークのもとに実現していくものであり、そ

ういっ九意味において、教師の役割は確かに状況や環境の変化に応じて柔軟に変わらざるをえ

ないものであると同時に原則においては変わらないものでもあるといえる。

へき地・小規模・複式教育に関する検討a)

おわりに

本講座は、へき地・複式・小規模校の教育に関する理論的理解と同時に実践的理解の深化と

指導力量の改善向上を、主なねらいとして実施されている。その九めに、講座受講生をイ氏学年、

中学年、高学年の3 グループに分けて、グループごと話し合ってもらい、授業者と授業プラン

を練ってもらう。それを委託し九学校で「持ち込み授業」として行う。これを講座のーつの特

色としている。

その件で話題となったのが、授業プランを立てる際に、複式教育についての研修講座である

ことからあくまで実際の複式学級での授業に近い形で考えるべきなのか、それともこうした貴

重な機会だからこそできることを利用し九授業をやるべきなのか、ということであった。具体

的には、前者の考え方に立てぱ、プランの段階では共同して検討しナこり、準備をし九りするが、

実際の授業では授業者は、他の教師が参加したり、手伝ったりしないことを前提にして授業プ

ランを作り、進めることになる。それに対して、後者の考え方に立てぱ、実際の授業場面にお

いても、他の教師が必要に応じて積極的に参加したり、手伝ったりすることを前提にした授業

プランを立て行うことになる。現実には、複式学級の現場で必要に応じて授業者以外に数人の

教師が加わることはまずない。したがって、後者のやり方では、確かに現場での参考にはなり

にくいともいえる。ただし、委託された学校の子どもたちは、決して研修や研究の単なる対象

ではないし、またそのようにしてはならないと考えている。かりに、実際の複式学級ではでき

ないことをやっているとしても、だから無意味であるとはいえないし、参加共同することで得

られるものが多ければ、むしろ望ましいのではないかとも思われる。いずれにせよ、どちらか

一方というよりも、当然のことではあるが、子どもたちの最善の利益と講座受講生のそれとを

視野にいれながら研修講座のあり方を考えていかなければならないであろう。
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<参考資料>

低学年部授業展開

・『あたまであくしゅ』を歌いな

がら身体表現する。

活動 の

・せなか

・おしり

・あし

内容

権藤誠剛

. タン、タタのりズム打ちをする

J J JI
^゛

{ー

・教師と児童が歌に合わせて共に身体

表現することでりラックスできるよう

な雰囲気作りに努める。

・児童の意見を取り入れながら好きな

場所で握手をすることにより、曲のお
もしろさを味わわせる。

じら

刀
うみ

教師

J J I
ぽーず

刀
あら

刀 J I
いぐま

の

・りズムバスケットをする。

支援

.りズムパターンを示しナこ力ードを用

意し、りズム打ちをする。音符だけで
リズム打ちをしにくい児童のナこめに、

にたようなりズムのことばを付けてお

く。

準備物

.友達のりズム打ちをまねしてみるな

ど児童の関わりを大切にしながら活動
を進めていく。

歌詞力ード

・温泉小1年生の『あナこまであく

しゅ』を聴く。

.自分のりズムを決め、りズムがなっ

九ら席を移動する。フルーツバスケッ

トのルールでゲームを展開していく。

教師も、児童と同じ立場でゲームに参

加することで、雰囲気を盛り上げる。

・『あたまであくしゅ』の歌に合

わせてりズム打ちをする。

リズムカード

おめん

.りズムを示すとき、戸惑っている児

童がいた場合は、教師が一緒にりズム

打ちをするなど、児童が自信を持って
できるように配慮する。

・奥田小1年生の『あたまであく

しゅ』のりズム打ちを録画して、

ビデオレターを作る。

・録画を見て、本時の活動を振り

返る。

・同じ学習をしている1年生の演奏を
聴くことにより、活動への意欲を一層
高めたい。

.りズムの楽しさを味わいながら表現

させたい。

・温泉小の1年生に聴かせてあげるこ

とを意識しながらも、伸び伸びと表現

させたい。

・授業を振り返り、おもしろかったこ

と、楽しかっ九ことなど、児童の素直

な感想を認め、大切にしていく。

ビデオデッキ

ビデオテープ
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中学年部授業展開

①学習課題の確認をする。

ドッヂボールで、大人チームをたおそう。

授業の流れ及び予想される児童の反応

へき地・小規模・複式教育に関する検討住)

②準備運動をする。

教師の支援

・がんぱった面、上達した面など

発表しあう。

⑤ルールを変えてドッヂボールをする。(2)

③ドッヂポールをする。(1)

ドッヂボールをしてみよう。

⑥学習のまとめをする。

今日の授業を振り返ろう。

19

④ルールを考える。

大人チームに勝つ九めの、ルールを考えよう。

・大人チームは、左手で投げる。

・大人チームのコートを狭くする。

・大人チームは、「元ドッヂボー

ルチャンピオン」であると紹介し、

大人チームを倒そうという意欲の

喚起を行う。

・ゲームなどを通して、体をほぐ

し、ボールを使った簡単な運動を

通して、ボールに慣れる。

・準備運動の様子を見て、児童一

人一人のボールに対する能力を見

る。

・ Tが内野、 Sが外野に入り、子

どもチーム(内野3人、外野1人)

と対戦する。

・大人チームが勝つようにする。

・なぜ負けたか、理由を考える。

・ルールがなかなかでない場合は、

例を紹介する。

・ハンディのルールを考えるだけ

でなく、ハ゜スを早く回すなど、子

どもチームの作戦についても考え

るよう声をかける。

・時問の様子を見て、④⑤を繰り

返す。

・勝ち負けに関係なく、よいプレー

を認める。

・勝つ楽しさも味わわせる。



高学年部授業展開

学習活動

1.学習課題の

確認をする。

0 ドライアイスを見て、氷と比較す

る。また、ドライアイスを水に入

れて、氷の場合との違いに気づき、

ドライアイスとはどんな物なのか

に疑問を持つ。

権藤誠剛

児童の活動

2.ドライアイ

スの性質を知

る実験をする

(板書)ドライアイスのひみつ

をさぐれ

0 ドライアイスの性質を調べる方法

を考え、試してみる。

(予想される反応)

・触ってみる。

・におってみる。

・水に入れてみる。

・そのまま観察してみる。

.火のついたろうそくをけむりの

中にいれてみる。

・石灰水に入れてみる。

.'、くろの中にいれてみる。

0 ドライアイスについて知っている

ことがあれば、自由に話させる。

0 ドライアイスのかけらを一人ひと

りに配り、やけどをしないように、

持ち方を説明し九り、服の中に入
れないように注意する。

教師の支援と評価

●氷との違いに気づき、

スに関心を持っ九か。

3.ドライアイ

スのひみつを

発表する。

0児童の思考が科学的に深まるよう

な援助(声かけ)をする。

→温度に着目させる。

0 ドライアイスについて、わかった

ことを発表する。

→けむりに着目させる。

→氷との違いに着目させる。

→けむりの正体について着目させる。

ドライアイ

0 ドライアイスの正体について、教

師からお話を聞く。

07ークシートに見つけナこことを記

録させる。

●科学的な見方、考え方ができたか。

.安全に留意して活動できた力、

0児童からは出なかった実験を教師

がやってみせる。
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